










************* 8 日目 ************* 
10/7 休息日 
朝食は焼きソバ。 午前中は晴れ。

午後になると霧となり、やがて雨で夜まで続く。よって、テントの中で過ごす。

************* 9 日目 ************* 
10/8 偵察 
連日、11 時になると濃霧になり帰天出来なくなる恐れがあり、10 時前には帰る予定とする。 
7:00 うどんを食べて出発。 
上部にアイスフォールがあり、3 条のルンゼが流れている。 
下段に手前の 2 条のルンゼを容易にトラバースできる処があるが、一番奥のルンゼが深くて不可。 
一番手前のルンゼの右岸はゆるい草付きとなって容易に登れる。ここを登ると小さなコブの裏側に出

る。(8:00~8:25) ここからのトラバースを試みるが不可。 
コブの先はやや急な草付きとなっていて危険なのと、既にガスが上がり始めていたので、下山すること

にする。

9:00 帰天する。 
11:00 濃霧となり、やがて雨となり夜まで続く。今日もテントで半沈。 
夕刻の暗くなった頃、ツムリンから怪しい 2 人組がやってきて、近くに泊まる。 
外に出しておいた荷物をテントにしまう。(密猟師らしい｡) 

 この尾根を乗越す

幕営地  この 2 条のルンゼは容易に渡渉出来る。 

************* 10 日目 ************* 
10/9 ｢パンチェン･カルカ(3,880m)からリンジャン(2,520m)まで｡｣ 

水平距離 5km 標高差 -1,340m 行動時間 6 時間 00 分 
天候が悪く、3,4 時間しか偵察できないので、これ以上の偵察は不能と判断。又、地形図からシャール･

コーラの支流ドマケン･ルンバを遡行して最低鞍部に達すれば、チャマール峰の東面を覗える可能性がある

ので、これに希望を託すことにする。(タプ･ラ行きは中止｡) 
よって、下山することにする。

7:20 パンケーキを食べて出発。 晴れ。 
8:20~8:30 一本。 
9:00~9:10 タルチョーのある処で一本。 
10:10~10:20 一本。

10:55~11:10 一本。

11:20~11:40 シャルﾌﾟ･カルカで 一本。

12:45~12:55 サルプ･コーラの吊り橋で 一本。

13:15 リンジャン 到着。バッティの広場に幕営。 
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   左岸の道を進み、3 本の枝沢を渡渉。 
10:10~10:30 (3,950m 地点) 一本。 
   この先、谷が開けてくる。 
11:10~11:20 チョシング氷河の出会い。一本。 この頃から、曇り。 
12:10 チェーギャ･カルカ到着。 
   広々とした放牧地に幕営する。 
18:00 雨となる。 

************* 14 日目 ************* 
10/13 偵察Ⅰ。 
 6:00 昨日からの雨が残る。(テント内の温度 6℃) パンケーキの朝食。 
 7:15 曇り空に朝陽が差してきたので、出発。 
 7:40  BC のある台地を少し登り、渡渉する。(流木の上に石を載せた橋がある｡) 
    対岸に 2 段の台地があり、 
 7:55~8:00 2 段目の台地(4275m)で一本。 
  この先、左の大きなモレーン(ドマケン･ルンバが侵食)と右の小さなモレーンの間のゆるい尾根を登る。 
  途中、白く石化した大きなアンモナイトの化石が道端に転がっていた。持って帰れば高値になると 
  思うが断念。 
 8:25~8:35 4.380m 地点。一本。この頃より曇りだす。(霧?) 
 9:00~9:20 4,400m 地点。尾根を登り、上部にキャンプ地候補(チューカーニ)が見える所まで行く。その先

は雪壁になっている模様。天気が下り坂なので、下山する。 
10:20 帰天する。 
11:45 より再び雨、翌日の 4:00 まで続く。 

************* 15 日目 ************* 
10/14 休息日。 
 8:10~8:50 暇なので、ドマケン･ルンバ全体を見ようと山崎は左岸の丘に登る。 
 ドマケン･ルンバやタプ･ラ(今回中止)の上部はガスに覆われていた。 
 BC では、12 時を過ぎても雲が湧かず、夜は初めて星座が判らない程の満天の空となる。 
 

************* 16 日目 ************* 
10/15 偵察Ⅱ。 
 7:20 うどんを食べて出発。 快晴。 
 7:40~7:45 台地の下段で一本。 
 8:30~8:50 尾根の途中(4,345m)で一本。 
 9:30 キャンプ地候補のチューカーニ(4,430m)  
       BC 設営可能と判断。 
 10:00 まで、チューカーニが見渡せるようにガレ場を少し登り。写真撮影する。 
 11:30 帰天する。 ここまで快晴。 
  但し、夜半より雨。  
 ダワ氏より、燃料の灯油、食糧が無くなった旨を告げられる。 
 
 

  
 幕営地の丘から。左岸上の明瞭な尾根を行く。      チューカーニ。 良い幕営地になる。  



 

 
          チューカーニの少し上は鞍部状となっており、その先は雪壁となっている。 
 
 

************* 17 日目 ************* 
10/16｢チェーギャ･カルカ(4,120m)からムーゴンパ(3,705m)まで｡｣ 
  水平距離 7km 標高差 -415m 行動時間 3 時間 40 分 
 6:30 霧雨。 ラーメンを食べてパッキング。 
   一時、霰となりテントの廻りが白くなる。 
 8:00 霧雨の中を出発する。 
    軽い荷物の下りで、ポータはぐんぐん先に行く。 
 9:00~9:05 3,995m 地点。 一本。  
 10:00~10:10 3,845m 地点。 一本。 
    途中、老牛が放置されていた。 
 10:30 頃より晴れる。 
 10:55~11:00 3,720m 地点。 一本。 
 11:40 ムーゴンパ 到着。幕営。 
  夜中に中国側からの密輸団のカッツァル(ㇻバ)の首の鉦の音が響く。 
    ************* 18 日目 ************* 
10/17｢ムーゴンパ(3,705m) からチョクンパロ(3,030m)まで｡｣ 
  水平距離 13km 標高差 -675m 行動時間 5 時間 30 分 
7:10 フルグラ(日本で購入のフルーツ･グラノーラ+お湯で溶いたコンデンスミルク)を食べて出発。 
 (会計の中田隊員より金欠の恐れがあるの旨。この後数日間は、隊員はテント＋行動食 ポータはロッジ

＋食い放題のダルバート・タルカリの逆転した環境となる｡) 快晴。 
8:05~8:15 ニレ(対岸)の手前。 一本。 
 このあたりから又、暑さが戻る。 
9:10~9:20 チュレ。 一本。 
10:30~10:40 ラマガオン。 一本。 
11:05~11:30 ナキュ。 一本。 
12:10~12:15 チョクンパロ手前の橋で一本。 
12:40 チョクンパロ 到着。 ロッジの納屋の前の空き地に幕営。夕食は各自α米＋何か。 
  ロッジの食堂のラサ･ビールは Rs300 と高い。阿呆らしいので、10m 程下がった所にある、行きにも寄

った茶屋で飲むことにする。ラサ･ビールは Rs150 である。飲んでいると、糸紡ぎ車を持ったバアさんがや

ってきて、私達が行ってきた谷でイエティを見たという話をしてくれた。 
 彼女の名前はソナムブーティ・ラマさん(61 歳)で、話によるとイエティはヤクが好物で、イエティは神

様なので写真を撮っても写らないそうです。他にも 6 名の方が目撃していると言う。 
 今夜も短い時間だが、小雨となる。 
 
 
 





7:05 炒飯を食べて出発。快晴。曇りであったが、すぐに晴れる。 
8:15~8:20 コーラル･ベシの吊り橋の先。 一本。 
9:25~9:30 マチャコーラ。 お茶。 既に暑い。 
10:30 ネパールの上高地に出る。この先、河原から登山道に入る所を無視して、河原の足跡を辿る。 
 ビーチ･バレー･コートの跡となりその先は不通。近くに登山道に戻る道らしきがあり、放棄された畑の

道に惑わされながら、150m 程の急登を強引に登る。(かなり、消耗する｡) 
10:40~10:45 漸く登山道に戻り、一本。 
11:00 ラプ･ベシ手前の涼しい風の吹く吊り橋の手前の道が、木で塞がれている。 
 そこを無視して歩いている住民が、我々に下の河原道を行けと手で合図する。 
 そこで河原道を行くと､吊り橋の反対側まで急な工事道路となっていて､再び炎天下の中を喘いで登るは

めになる。ところが、件の住民は涼しい吊り橋をゆうゆうと歩いているではないか｡(非常に腹が立つ｡) 
13:20~13:35 ラプ･ベシ高校前。 浄水。 
 この先、車道と徒歩の道が交錯し、後に車道のみとなり日陰の無いゴロゴロ道となる｡(行きにも通った

道であるが、疲れの溜まった身にはこたえる｡) 
14:15~14:20 一本。 
14:35~14:50 お茶。 
 この先中田隊員は、意地になってぐんぐん歩き出す、渡部隊長もこれに同行する。山崎はやや遅れ気味。 
 テハールの祭りで着飾って優雅に道行く住民には、ザックを背負った外人が、必死の形相で急ぎ足なの

に驚いた様子。 
15:50~16:00 ソティ･コーラ 
 2 時間以上前に着いていたポータと共にバスに乗り込み、アルガハットへ。 
17:20 アルガハット 到着。 
 今日は終日、快晴。暑さでヘトヘト。服は汗(塩)でベトベト。 

************* 23 日目 ************* 
10/22 バスにて、｢アルガハットからカトマンズまで｡｣ 
 6:30 朝食抜きでバスに乗り込む。 
  乗り合いバスの為、超満員となり悪路を帰る。 
 16:00 カトマンズ着。 
  お世話になったポータと別れる。 
 16:15 グリーン･オーキッド G/H に泊まる。 
  レストラン｢ブルーベリー｣にて、下山祝い。 
   禁肉生活が続いたので、サーロイン定食(Rs900(渡部、山崎)を貪る。 
  
10/23 コスモトレックにて、テント干し等の装備の片付け。 
   コスモトレック支店にて、清算や預けておいたお金等を返してもらう。 
   今年は観測史上 4 番目にモンスーンが明けるのが遅かったことを知らされる。 
   大津氏に、隣のレストラン｢こてつ｣で昼食をご馳走になり、夜は大津氏宅に招待して頂く｡ 
   昭和山岳会の御二人方(澤田、山本さん)、芸人のナスビ氏と共に深夜まで歓談する。 
10/24 コスモトレックにデポする医薬品の一覧を作成する。 
   マドウバン G/H にて米倉さんと再会。今晩のフライトで帰国するので、昼食を一緒にしてお別れ。 
   コスモトレックに医療品をデポする。 
   ダワ氏にボーダナート(入場料 Rs400)を案内してもらい、美味しいトウンバの店に連れてって頂く。 
10/25.26 行動記録の整理。 
  以上で隊の記録は終了する。 
⇒当初、帰国までの滞在費も予算に組み込まれていたが、予算オーバーで、カトマンズでの後半 12 日間の

滞在費は追加の自費負担となり、毎日、昼は焼きソバ(Rs80)かカレー･ナン(Rs165)、夜はサンドイッチ(Rs200)
＋日本から持参の粉末スープの貧困生活となる。 
 
11/3 晩 カトマンズ発 11/4 昼 日本帰国 
 
 
 
 
 
 
 
















